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［目的］（本研究で明らかにしようとしたこと）
［方法］（デザイン・対象・期間・介入／曝露・主要評価項目・解析方法）
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〔ここから2段組（学会誌の紙面と同じ）〕以降の見出し【　】は削除・改名しないでください。原著論文はIMRAD形式（緒言／対象と方法／結果／考察）で執筆します。
〔報告ガイドライン〕研究デザインに応じた国際的な報告ガイドラインへの準拠を推奨します。観察研究＝STROBE、ランダム化比較試験＝CONSORT、質的研究＝COREQ、診断精度研究＝STARD。準拠した場合は【対象と方法】に明記してください。
【緒言】
〔緒言〕(1)領域の背景 → (2)先行研究で何がわかっているか → (3)何が未解決か（ギャップ）→ (4)本研究の目的（と仮説）、の順に。結果や結論はここに書きません。
（ここに緒言を記述する。）◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
そこで本研究では、（　）を目的とした。

【対象と方法】
1．研究デザインと対象
〔対象〕研究デザイン（前向き／後ろ向き、観察／介入、単施設／多施設）、対象者の組み入れ基準・除外基準、募集期間と場所、最終的な解析対象者数を明記してください。第三者が同じ研究を再現できる粒度で書くことが原著論文の要件です。
（記入）
2．方法（介入・調査の内容）
〔方法〕介入の内容・量・期間・実施者、質問紙は正式名称と版・出典、血液検査は測定機関と測定法を記載してください。
（記入）
3．評価項目
〔評価項目〕主要評価項目（primary endpoint）を1つに絞り、副次評価項目と分けて記載してください。評価の時点（ベースライン、○週後）も明記します。
［主要評価項目］（記入）
［副次評価項目］（記入）
4．統計解析
〔統計解析〕使用した検定・モデル、有意水準、多重比較の調整、欠測値の扱い、使用ソフトウェア名とバージョンを記載してください。症例数設計を行った場合はその根拠も記します。
（記入）統計解析には○○（version ○.○、○○社、○○）を用い、有意水準は両側5％とした。
5．倫理的配慮
〔倫理〕ヘルシンキ宣言への準拠、倫理審査委員会名と承認番号、同意取得の方法を必ず記載してください。承認番号のない研究論文は受理できません。
本研究はヘルシンキ宣言に基づき、○○○○倫理審査委員会の承認（承認番号：0000）を得て実施した。

【結果】
〔結果〕事実のみを書き、解釈は書きません（解釈は考察へ）。(1)対象者の背景（表1）→ (2)主要評価項目 → (3)副次評価項目 の順に。数値は「平均±標準偏差」または「中央値［四分位範囲］」を統一して用い、差は効果量と95％信頼区間を、p値と併せて示してください。図表と本文の数値は必ず一致させてください。
（記入）◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
（図1挿入）（表1挿入）

【考察】
〔考察〕(1)主要な知見の要約 → (2)先行研究との一致・不一致 → (3)想定される機序 → (4)本研究の限界 → (5)臨床・研究への示唆、の順に小見出しを付けてください。結果を繰り返すだけの記述は避けてください。
1．主要な知見
（記入）
2．先行研究との比較
（記入）
3．想定される機序
（記入）
4．本研究の限界
〔限界：必ず書いてください〕サンプルサイズ、選択バイアス、交絡、単施設であること、追跡期間、自己申告データの限界などを率直に記載してください。
（記入）
5．臨床・研究への示唆
（記入）

【結語】
〔結語〕3〜5文。目的への直接の答えを書き、データを超えた主張はしないでください。
（記入）

〔本文はここまで〕以下は全区分共通の末尾項目です。順序を変えないでください。
【謝辞】
〔謝辞〕任意。著者資格を満たさないが貢献した方への謝意を記します。氏名を挙げる場合は本人の了解を得てください。該当がなければ見出しごと削除して構いません。
（例）本報告の作成にあたりご協力いただいた○○○○氏に深謝する。

【倫理的配慮】
〔倫理的配慮：原著論文は必須〕ヘルシンキ宣言への準拠、倫理審査委員会名と承認番号、同意取得の方法（文書同意／オプトアウト）を必ず記載してください。承認番号がない原稿は受理できません。
（例）本研究はヘルシンキ宣言に基づき、○○○○倫理審査委員会の承認（承認番号：0000）を得て実施した。対象者には文書で説明し、文書による同意を得た。

【利益相反（COI）】
〔利益相反：全区分で必須〕全著者について、企業・団体からの研究費・講演料・株式・顧問契約等の有無を記載します。該当がない場合も「開示すべき利益相反はない」と明記してください（省略不可）。
本論文に関連して開示すべき利益相反はない。（該当がある場合の例：著者○○は△△株式会社より講演料を受けている。その他の著者に開示すべき利益相反はない。）

【資金源（Funding）】
〔資金源〕推奨項目。研究費の出所と課題番号を記載します。該当がなければ「本研究は特定の研究助成を受けていない。」と記載してください。
本研究は特定の研究助成を受けていない。

【著者の貢献（Author Contributions）】
〔著者の貢献〕推奨項目。ICMJE基準に沿って、誰が何を担当したかを1〜2文で記載します。共著者がいる論文では記載を強く推奨します（単著の場合は削除可）。
（例）○○は研究の構想・データ収集・原稿執筆を担当し、△△はデータ解析と原稿の批判的校閲を担当した。全著者が最終原稿を確認し、内容に責任を負う。

【文献】
〔文献の付け方〕本文中に初出順で上付き番号を付し（例：…と報告されている1)。）、ここに番号順で並べます。本文で引用していない文献は載せないでください。番号は全角「）」、番号と本文の間はタブ、ぶら下げインデントを保ってください。
〔書式（Vancouver・和文調整）〕著者名の後は「：」（和文文献）／「:」（英文文献）。和文文献は全角（：，．）、英文文献は半角（: , .）を用い、半角記号の後には半角スペースを入れます。和英併記誌名などの混在文献は日本語を優先します（＝全角）。DOIは常に半角です。著者は6名まで、7名以上は6名＋「ほか」（英文は et al.）。雑誌名はIndex Medicus略記。DOIがある文献は必ず記載します。本誌を引用するときの誌名は「栄養精神医学」（英文：Journal of The Japanese Society of Nutritional Psychiatry）です。
1）	著者A，著者B，著者C，著者D，著者E，著者Fほか：論文タイトル―サブタイトル―．略誌名，10（2）：123–130，2025．doi:10.0000/xxxx
2）	著者G，著者H：論文タイトル．栄養精神医学，2（1）：45–52，2026．doi:10.0000/yyyy
3）	著者名：書名．発行所，発行地，2019．
4）	著者名：章タイトル．編者名編：書名．発行所，発行地，124–137，2021．
5）	Lee H-S, Chao H-H, Huang W-T, Chen S C-C, Yang H-Y: Psychiatric disorders risk in patients with iron deficiency anemia and association with iron supplementation medications: a nationwide database analysis. BMC Psychiatry, 20(1): 216, 2020. doi:10.1186/s12888-020-02621-0
6）	著者名：文書名．2020（https://example.org/xxx.pdf）（参照 2027-01-31）．

【図表説明（Figure and Table Legends）】
〔図表説明〕図表そのものは別ファイルで提出し、ここには番号とキャプションだけを書きます。日本語と英語の両方が必要です（投稿規程 第3章 第2条）。引用図表は出典を明記し、著作権者の許諾を得てください。写真は個人が特定されないよう加工してください。
図1．（和文キャプション）
Fig. 1. （English caption）
表1．（和文キャプション）
Table 1. （English caption）

〔英文アブストラクト：全区分で必須〕このページは1段組です。J-STAGEに登載され、国際的に読まれる部分です。ネイティブチェックまたは校正サービスの利用を推奨します。和文要旨の直訳ではなく、英語として読める文章にしてください。
〔英文タイトル〕左下の所属ボックスに書いたものと完全に一致させてください。実名詞のみ大文字で始めます（前置詞・冠詞は小文字）。
（English Title of the Article）

〔著者名〕名→姓の順。姓はすべて大文字（例：Taro EIYO）。複数著者はカンマ区切り。
Taro EIYO, Hanako SHOKUSHIN
〔所属〕英文所属を1行で。住所は不要です（例：Department of Psychiatry, ○○ Hospital）。
Department of ○○, ○○ Hospital

〔本文〕250 words以内。和文要旨と同じ項目立てにしてください。数値・単位・略語は和文本文と一致させ、略語は初出でスペルアウトしてください。
Background:(...)
Objective:(...)
Methods:(...)
Results:(...)
Conclusions:(...)

〔Author’s Abstract〕著者自身が執筆した英文抄録であることを示す表示です。この行は変更・削除しないでください。
Author’s Abstract

〔Keywords〕和文Keywordsに対応する英語。5語以内、半角カンマ区切り。
Keywords: Nutritional Psychiatry, ○○○, ○○○, ○○○
